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	東西の王朝／瑞穂厳之国王朝(大倭唐古に都する邪馬台国)〓水天神天照大神がオロチ厳之国王朝を再現
	〔大乱後の高天(倭の国名を奪われた倭奴国)〓高千穂宮に天宮して、天照大御神を日神(日天神)に奉る〕
	〔に降臨したが笠沙宮に都した国〓(、後にに改名)〓日隈(熊野家)の継承国〕
	日本王朝と日前の対立／(の)朝〓(火瓊瓊杵の児火明、海幸彦)が国を継承した王朝
	〔(の継承国)〓(天火明の児、山幸彦)率いる王朝→後に国と改名〕
	天下は一つ、家は一つ(神武東征)／磐余彦が祖父の火火出見を襲名して日向から東征　　　…二八五～二九八年〕



